
関
門
中
審
嚢
報

昭
和
十
三
年
度
浅
文
接
科
講
義
題
目

穀
柴
停
投
球
続
脅

館
教
概
論

宅一'一

hh止
f
a
主
'
U
Y
T、
完

E

錯
誤
一
円
説
話
滞
在

古
路
解
設
ハ
祭
配
)

段
民
一
氏
文
解
ん
寸
法
管

支
郊
文
楼
概
論

日
本
筏
文
感
史
文
筆
秀
一
躍
集
及
総
媛
集

本
年
度
卒
業
生
卒
業
論
文
恕
臼

日
本
経
感
史

小
祁
秋
公
羊
停
U
A
び
公
一
洋
問
中
の
研
究

A
W
川

川

正

け

H
f
f
j
j
ト
A
J
J
5
1
・M
L

rJ三

n
i
m閉
す
ご
材
ラ

狩
什
?
守

1
・
ド
ー
か

K
J
J

rhド
f
t
d
z
i
d八二一
A

存
秋
穀
械
が
停
の
研
究

二、，称、ノ沼
i
r
'し

芳一
J

U，
有
勾
/

総
数
よ
り
鍛
山
い
る
水
戸
療
の
研
究

三者
4藷

小 !i箆 内 内 内 猪
狩谷 野 も 否

教教
授授

議議教教教
官i!iUili授授授

手本 IJl佐伯;:
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弘太
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本
年
度
降
ゃ
ん
管
委
員
氏
名

広
務
部

合
計
部

冴
充
諮

i
1
3
1
 

ミ
j

s
、

ζι

斗
A
リ
・

H
μ
d
f
J
J
ノ

rト

b

p

司、
1
4
3
1

、J
K
げ
れ
ド

ぇ
.HAタ
サ
ハ
史

陳
察
疎
開
制

高

橋

俊

英

f

1

1
ム
一

E
ι
I
t
r
Z一
点

目

山
川
佐
賀
一
一
一

附
記
(
助
手
繰
出
正
氏
問
中
助
教
詠
柴
特
に
つ
き
後
任
永
山
氏

そ
の
ま
三
後
会
承
く
〉

昨

-

、

'

汁

J

干
会
九
〆

U
A
Y

/
ノ

Y

T

で

二
一
戸
時
制

tai
三げ
h
y

rMパ
校
山
山

d
h，芳向日川

A
3日
}
官
「
二
、
口

H
I立

で
詰
，
え
ん
ρ

タ

コ
写

3
5
4
k
v

ね
制
創
出
γ
ゑ円
H

荒

井

大

島

ム
ホ
季
講
演
合
〈
第
一
向
)

四
月
一
一
一
十
け
は
(
土
終
日
)
午
後
一
時
よ
わ
絞
総
本
部
合
議
室
に
於

て
開
催
す
。

内
野
、
熊
坂
先
生
、
前
沼
、
小
林
、
小
島
、
波
接
、
上
丸
山
、
故
却

の
諸
先
制
本
ゃ
ね
め
、
感
生
、
生
徒
湖
立
の
盛
況
な
り
き
。

…

、

間

合

之

能

助

手

鎌

川

正

氏

…
、
北
支
間
取
界
の
近
燃
に
つ
い
て
合
‘
公
認
紙
救
授

一

、

間

合

一

之

判

断

問

中

生

市

部

未

知

見

若

方
議
決
修
了
後
、
午
後
五
時
よ
わ
石
渓
合
館
に
於
て
新
入
生
歓
迎

守
録
ね
て
路
餐
曾
身
催
す
。

談
要
項
は
次
の
如
し
。

自
分
は
一
操
縦
下
の
日
小
民
側
交
調
換
以
、
東
洋
忠
利
仙
の
心
的
訪
問
一
川
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に

あ

り

、

そ

れ

に

は

る

日

分

に

あ

る

E
感
じ
一
文
化
人
の
接
会
問
か
う
と
思
っ
て
北
支
に
波
っ
ち
然

し
率
経
勃
琵
と
何
時
に
同
立
大
壌
は
宿
方
に
移
3
れ
、
北
京
に
は

中
等
間
中
校
以
上
で
は
事
校
ら
し
い
も
の
も
な
く
、
新
民
感
段
、
防

資
議
内
叩
飴
の
如
き
も
前
符
ほ
ん
れ
変
義
成
、
後
考
は
教
員
養
成
の
け

的
で
不
備
な
も
の
で
添
脂
し
ゃ
い
。
新
民
合
の
如
き
も
主
義
、
主
総

不
十
分
で
汗
人
身
者
一
き
つ
け
ろ
に
は
微
弱
な
も
の
で
あ
る
。
滞
夜

中
九
円
打
出
し
た
五
五
六
十
人
の
人
の
窓
見
身
大
別
す
れ
ば
、
次
の
一
一
一

組
、
と
な
円
勺
O

M

V

如
、
用
問
の
…
μ
釘
身
顧
み
ず
し
て
敢
て
山
内
応
し
日

支
持
携
に
識
し
七
い
。
乙
獄
、
文
化
人
の
努
力
は
敬
一
平
の
前
に
は

山
県
駄
で
あ
る
。
今
行
動
す
る
の
は
事
態
や
恐
化
せ
し
む
ろ
の
み
古

か
ら
、
劾
か
ざ
る
に
如
か
な
い
。
月
初
、
今
度
の
殺
は
会
ぽ
的
日
支

戦
で
あ
る
。
文
化
工
作
は
命
平
で
あ
る
。
絡
了
後
に
な
す
べ
き
で

あ
る
。
以
上
の
外
の
人
で
守
て
の
大
守
に
は
時
対
談
に
街
れ
ん
こ

と
か
ら
滋
け
巧
み
に
書
物
の
誌
に
紛
ら
す
人
も
あ
っ
と
。
現
臨
時
政

府
婆
人
の
如
き
も
日
そ
揃
へ
て
方
針
は
日
本
主
一
致
さ
せ
る
も
、

支
郊
間
な
の
黙
は
認
め
て
細
部
は
白
分
等
に
任
せ
て
欲
し
い
と
公

ふ
意
見
で
あ
っ
た
。
或
は
又
、
後
か
ら
詩
や
寄
せ
或
は
策
談
の
際

封
勝
在
示
し
て
心
境
今
一
部
し
七
一
人
も
あ
っ
七
と
て
質
物
な
一
ぶ
さ
れ

亡
後
次
の
如
く
結
ぼ
れ
た
。
文
化
工
作
は
容
易
な
こ
?
と
で
は
な
い

と
芯
っ
て
最
初
夫
援
し
亡
が
、
考
へ
る
?
と
、
そ
の
国
難
は
つ
較
的
γ

は
非
常
の
こ
主
で
あ
れ
V

、
文
化
や
数
百
一
は
常
時
を
椋
準
と
す
る
む

二
、
日
文
一
尚
樹
人
に
は
一
杓
容
れ
な
い
和
惑
が
あ
る
、
こ
め
二
原
民

に
よ
る
や
う
で
あ
る
。
き
れ
ば
徒
に
先
砂
川
議
携
す
ろ
こ
と
な
く
、

〉
又
1
j
Y
4
1
f
¥

工作
γ
乃
室
、
7
三

日

)
1
7〉
完
了
二
丈
・
ι
ζ

。μノJ
ノ
ー
一

1

E

J
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4
E
a
u
-
g
f
u
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，不
6
I
w
o
-
i
J
F
イ
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ぷ
十
Jr14
、士、
L
J
3
0

J
j
f
t
4
n
-
L
R
Z
J
人戸レ
y
e

リ。

JKi
氏

h
y
-

-
5
4
完

-e'-主主
J
F
E

身、
，
waz-
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:

ー

ド
出
制

5
4
1

に

3
ぃ
I
L
l
-一1
1

J

L

ハ
少
に
)
土
記

'ZJ一
‘
庁
い
と
以
内
じ
こ
さ
ご

3
2
r
o

y
-
-
J
Jノ
1
1
ん叶

1
4
1
H
E
l
u
ι
日
付
る
吋
/
d
H
A
」

千

h
w
Mソ
と
ぷ
ト
ト
ふ
h
z
{
H
υ
h
H
コバ

ψ

歌
山
先
生
、
波
没
、
上
品
、
小
島
一
諸
先
設
や
始
め
?
と
し
、
外
部
の

恕
議
設
も
多
数
あ
わ
き

1

1

ι

7

r

k

r

1

4

ミ

f
ゐ

J
n
m
r
i
〈
げ
仇
て
-i

ん

ち

延

之

内

尚

南

持

1
3
A
Bパ
aH1良
柔

構、

h
v
Z
1
1
立

)

必

ず

川

文

石

市

J
r
b
I
h
a
t

」
必
わ
る
¢
れ
七
元

O
本

ふ

わ

し

時

点

空

F

4

2
ヲ
よ

一

、

間

合

之

僻

謬

生

ぢ

深

未

知

持

活

…

、

謝

能

ん

wu
長

務

総

教

授

有
識
法
修
了
後
、
座
談
合
開
催
。
一
斑
史
に
怒
切
な
る
指
川
等
呼
ル
し
一
党
く

O

比
b，
才

1
、ヱ鼻

詰
話
w譲沼判写つイ五βθι
一，角列
L
4

俳
数
T
乙
は
総
起
の
い
官
接
で
あ
る
。
邸
も
閣
総
主
総
起
と
の
官
接

に
し
て
悶
が
一
五
で
、
総
が
仲
介
と
な
っ
て
来
身
起
す
。
出
し
て
持

物
は
凶
と
総
と
の
結
合
、
和
合
に
よ
っ
て
生
ず
ろ
も
の
で
あ
る
と

て
悶
放
の
却
や
説
明
し
、
戎
に
俳
教
に
一
一
一
賓
と
揺
す
る
が
邸
中
り
偽

〈
質
者
〉
法

Q
山
内
灘
〉
傍
ハ
和
合
の
衆
〉
の
三
者
や
さ
す
も
の
に

し
て
、
偽
教
と
は
併
比
'
山
お
先
払
仰
の
教
に
じ
て
立
つ
そ
れ
は
訟
の

教
な
り
?
と
訟
き
、
別
料
迦
は
人
の
子
で
あ
る
が
、
法
身
柄
る
こ
と
に

よ
っ
て
俳
詑
に
な
っ
七
人
で
あ
る
。
市
し
て
訟
は
緊
械
に
梯
没
し

て
ゐ
る
も
の
で
あ
わ
、
縁
起
で
あ
る
c

攻
に
料
迦
の
お
時
、
一
一
…
つ

~lll 



の
汗
弟
、
、
珍
結
論
ハ
神
宮
'
論
九
一
一
、
無
縁
論
パ
偶
一
怨
論
三
一
一
一
予

約
作
間
論
ハ
迩
命
治
〉
が
あ
り
、
僻
教
は
第
一
の
立
場
券
三
ろ
?ζ

こ

ろ
の
縁
起
的
人
生
観
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
一
工
法
印
、
郎
ち
、
諸
行

無
常
、
一
一
、
訪
日
出
無
我
、
一
一
一
、
記
繋
寂
静
が
生
れ
る
c

詑
一
行
、
と
は

判
明
裁
で
あ
り
、
無
常
と
は
流
斡
で
あ
ろ
。
諸
行
無
常
に
よ
っ
て
生

犯
の
締
離
が
生
れ
る
。
諸
訟
は
流
行
1
c
m
じ
く
、
我
と
は
川
市
一
主

山
中
も
ん
川
…
我
と
は
普
遍
の
業
カ
で
あ
ろ
。
寂
静
と
は
慌
の
の
世
界
、

山
花
黙
と
は
不
滅
の
世
芥
で
あ
る
。
ん
四
九
品
な
る
が
故
に
必
ず
生
か
さ

ね
ば
広
ら
ぬ
。
そ
の
生
か
す
世
界
が
担
撲
で
あ
る
。
・
即
ち
、
智
日
一

(
問
山
知
'
山
も
折
感
〉
行
υ
応
、
(
賀
行
邸
中
川
宗
教
)
以
て
山
市
涼
地
(
釈
の

の
世
凶
作
〉
に
五
ろ
の
で
あ
る
、
?
と
一
試
合
来
っ
て
、
均
一
の
如
く
結
ぼ

れ
た
。
宗
教
は
如
何
に
生
く
べ
き
か
令
穀
へ
る
。
そ
れ
が
怨
に
は

列
企
観
る
ベ
舎
で
あ
る
。
は
生
々
見
改
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
c

P
3
L
l
i
γ
勺

J

刊誌品
LLr

三

三

¥
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す
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p
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f

ノソ

1
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打

n
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長
一
大
阪
挺
準
大
人
材
一
出
張
の
お
臨
姑
な
し
、

党
球
合
さ
る
。

p

、
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汐
4
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4
y

一
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…
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い
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て
新
作
の
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の
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東
京
文
理
科
大
感
浅
文
感
ん
柳
川
合
期

…
、
本
合
一
ハ
東
京
文
洲
一
科
大
風
下
漢
文
開
併
合
ト
様
、
三

京
文
地
一
大
閣
情
漢
文
接
研
究
袋
内
二
援
ク

二
、
本
合
一
ハ
漢
文
事
ノ
研
究
一
及
ピ
普
及
ア
蹴
ル
ラ
以
テ
行
的
ト
ス

一
…
一
、
本
人
何
日
ノ
合
員
ハ
京
一
ノ
人
々
ラ
以
テ
組
織
ス

ー
東
山
文
洲
一
科
大
事
及
ず
東
京
高
等
師
範
楼
校
漢
文
感
科

関
係
ノ
数
十
台
市
一
二
叫
ん
仰

2

東
京
文
川
町
科
大
部
十
漢
文
閣
情
科
生
一
及
ピ
卒
業
生

。
。
東
京
尚
等
師
範
勝
校
文
科
第
二
部
ハ
麟
漠
)
生
徒
及
ピ
卒

業
生
中
漢
文
例
究
二
初
志
ナ
ル
者

4J

北
ハ
ノ
他
ノ
漢
文
様
研
究
ニ
篤
芯
ナ
ル
者
一

問
、
本
合
ノ
主
ナ
ル
事
業
友
ノ
如
、
ン

ー
桝
一
究
渡
米
合
一

2

講

演

命

H

S

研

究

族

行

委

雑

誌

殻

行

5

品
作
ノ
他
一
必
要
ナ
ル
事
項

五
、
本
A
W
け
ニ
芳
一
ノ
役
員
斗
/
援
ク

ー

合

長

一

名

顧
問
恭
子
名

事
務
所
ヰ
/
東

2 

評
議
長
沼
干
名

生

委

員

十

名

六
、
合
長
ハ
本
合
テ
代
表
シ
、
合
務
テ
鵜
川
一
ス

顧
問
ハ
合
一
一
民
ノ
務
拘
ニ
嬢
ズ

評
議
員
ハ
許
議
員
合
ヰ
ノ
組
織
ス

評
議
員
曾
ハ
合
長
之
テ
召
集
シ
、
憲
一
弾
ナ
ル
合
務
ラ
議
ス

ん
校
長
ノ
委
嘱
ニ
ヨ
リ
一
計
議
員
中
一
名
ク
合
計
蛇
管
ト
ス

委
員
ハ
合
長
ノ
指
示
テ
受
ク
、
合
ノ
研
究
、
合
計
、
編
輯
ノ

事
務
早
ノ
分
携
ス

七
、
令
長
ニ
ハ
東
京
文
初
日
科
大
接
漢
文
感
科
主
任
教
授
与
ノ
挽
ス

評
議
員
ハ
東
京
文
線
科
大
穆
並
ニ
東
京
高
等
郎
範
問
中
校
漢
文

謬
科
閥
係
ノ
教
官
誠
一
例
及
ピ
其
ノ
他
ニ
ツ
キ
テ
合
長
之
手
ノ
会

鴻
ス

際
問
ハ
評
議
員
合
ラ
プ
之
耳
/
推
篤
ス

会
員
ハ
東
京
文
弾
一
科
大
接
漢
文
科
挙
生
中
ヨ
リ
六
名
、
共
ノ

抱
一
ヨ
リ
間
名
、
合
員
一
プ
五
選
ニ
ヨ
リ
テ
選
出
シ
共
任
期
タ
一

ク
年
ト
ス
、
相
一
シ
議
任
早
/
妨
グ
ズ

八
、
本
合
命
同
期
ノ
綿
俊
一
史
ハ
評
議
員
合
ノ
議
決
ヰ
ノ
絞
ベ
キ
そ
ノ
ト
ス

九
、
合
員
ハ
合
費
年
額
二
回
関
乎
ノ
納
ム
ベ
キ
そ
ノ
ト
ス斗

J
刈

ygtJ-
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